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経済産業省委託事業（高温超電導直流送電システムの実証研究）を受託 

 
 さくらインターネット株式会社（本社：大阪市 代表取締役社長：田中 邦裕）、住友電気

工業株式会社（本社：大阪市 社長：松本 正義）、学校法人中部大学（理事長：飯吉 厚夫）、

千代田化工建設株式会社（本社：横浜市 代表取締役社長：澁谷 省吾) は、共同で経済産業

省より北海道石狩市石狩湾新港地域において、世界最長の高温超電導直流送電システムを試

作し、実系統等から直流による通電試験を行う「高温超電導直流送電システムの実証研究」

を 2013 年 3 月 29 日付で受託しました。 
 
１．委託元 経済産業省 
 
２．事業内容 高温超電導直流送電システム※1の設計・製作・設置・試験※2 

 
３．受託金額 約 25 億円（2013 年度） 
 
４．建設予定地 北海道石狩市石狩湾新港地域 
 
５．建設計画 2013 年度に現場建設工事開始、2014 年度より一部実証運転開始（予定） 
 
６．受託の意義 
本事業は、中部大学、住友電気工業が研究開発、蓄積してきた高温超電導や直流送電シス

テムに係る技術、ノウハウ等の知見を活用し、千代田化工が持つプロジェクトマネジメント

機能や冷熱技術により、送電距離世界一の高温超電導直流送電システムを構築する。また、

さくらインターネットが持つ石狩データセンターは直流の電力需要を有する実ユーザーで

あり、実際の設備と連携するシステム構築により、将来の長距離送電システムを早期実用化

するために技術的、制度的課題を抽出する。 
北海道は太陽光や風力発電などの再生可能エネルギーが豊富にあり、本事業の成果を生か

すことにより、北海道を縦断する 200km 以上の送電システムや、多様なエネルギーソース

を活用する「スマート・コミュニティ」を展開することが将来可能となる。また、石狩湾新

港地域を世界最先端の超電導技術の発信基地とすることも検討している。 
 

※1 高温超電導直流送電システム 

従来の超電導材料は電気抵抗をゼロにするためには、液体ヘリウムを用いてセ氏マイナス 269 度程度に冷却する

必要がありましたが、高温超電導材料開発により液体窒素温度（セ氏マイナス 196 度）で超電導特性を得ることが

でき、長距離にわたる超電導送電が現実のものとなりました。この超電導ケーブルを利用することで、送電時のロス

がほとんどなく電気を送ることができます。 

 

※2 事業概要 

約 500m と 2km 以上の２つの回線を北海道石狩市石狩湾新港地域に設置します。約 500m の回線は太陽電池等直

流電源設備からの送電確認を行い、2km 以上では交流変電所等からの送電システムを設計・製作し、送電ケーブル

の敷設および冷却システムの建設を行います。 

 

以上 









■さくらインターネット株式会社 
本 社：大阪市中央区南本町 1 丁目 8 番 14 号 
資本金：8 億 9,530 万円  売上高：94 億 4,824 万円（平成 25 年 3 月期） 
設 立：1999 年 8 月 17 日 従業員：220 名 
 
■この報道資料の問い合わせ先： 
さくらインターネット株式会社 広報宣伝室 
TEL：03-5332-7072  FAX:03-5332-7080  E-mail：press-ml@sakura.ad.jp 
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